
 

 

 

 

 

 

 

「人の役に立つ大人になりたいです。」 
 今週火曜日は入学式でした。４８

名の新入生が加わり、滑石小学校は

ますます賑やかになりましたよ。新

しい風として、どんな旋風を巻き起

こしてくれるのか楽しみです。 

さて、入学式が終わった後の昼休

みでした。一人の３年生が校長室に

やってきました。そして、こんな質問

をしたのです。「校長先生、私は人の

役に立つ大人になって、そんな仕事

をしたいのですが、どうしたらなれ

ますか？」教員生活３５年、初めて受けた質問でした。学級のお勉強で、自分の

将来について考えることがあったのでしょうね。会話の一部を紹介します。 

 

渕「人の役に立つ人は、自分がされたら嬉しいことを人にもできる人だと思う

よ。あなたは、どんなことをされたら嬉しいかい。」 

子「私は、困っている時に助けてもらったら嬉しい。」 

渕「それを続けたら、きっと人の役に立つ大人になれるね。」 

子「『しあわせのバケツ』だ！！」 

渕「それに、全ての仕事は人の役に立つものなんだよ。人のためにならない仕

事なんてない。あなたが今している『学校へ行って、お勉強をする。』という

のも大切な仕事。元気に学校へ来てお勉強する姿を見て、校長先生は嬉しい

気持ちになるよ。」 

子 （笑顔） 

 

 

 

                      

 

 

長崎市立滑石小学校 校長室だより Ｎｏ４7 

今日の一言 
               ５．４．１３ 校長 渕上 卓也 

＜今日の一句＞ 
いい仕事 

みんな してます 
滑石っ子  卓也  


